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こ
の
春
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
入
職
さ
れ
ま
し
た
新
入
教
職

員
の
み
な
さ
ま
、
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
み

な
さ
ん
の
お
働
き
の
上
に
、
主

の
祝
福
が
限
り
な
く
あ
り
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
能
登
半
島
を
中
心
に

大
地
震
、
津
波
が
発
生
し
、
今

も
ま
だ
、
多
く
の
方
々
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
ま
い
を
失
っ
た
人
、
生

活
に
必
要
な
も
の
を
得
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
人
、
病
や
け
が

を
負
っ
た
人
、
心
身
の
不
調
を

感
じ
て
い
る
人
、
弱
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
人
を
、
主
が
守

り
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

願
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
13
年

が
経
ち
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

３
月
11
日
、
大
震
災
が
起
こ
っ

た
時
、
私
は
大
学
に
い
ま
し

た
。
書
類
は
倒
れ
ラ
イ
ト
は
大

き
く
揺
れ
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
そ
こ
に
は
大
き
な
津
波
が
人

々
を
飲
み
込
も
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
都
内
の
交
通
機
関
も
麻

痺
し
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
し
ま

し
た
。
５
千
人
近
い
人
々
と
、

私
も
大
学
で
夜
を
明
か
し
ま
し

た
。
翌
朝
に
は
、
す
で
に
言
語

を
絶
す
る
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
詩
篇
詩

人
の
、
苦
難
を
前
に
し
て
、
舌

が
上
あ
ご
に
張
り
つ
い
て
、
神

に
祈
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
と

い
う
嘆
き
そ
の
も
の
の
経
験
で

し
た
。

　
あ
る
女
性
の
証
言
が
、
今
も

耳
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
大
津
波

か
ら
逃
げ
よ
う
と
高
台
に
向
か

っ
て
い
る
時
、
後
ろ
を
振
り
返

る
と
、
数
人
の
小
学
生
た
ち
が

泣
き
叫
び
な
が
ら
必
死
に
走
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
次
に
振
り

返
っ
た
時
に
は
、
も
う
そ
の
子

た
ち
の
姿
は
消
え
て
い
た
、と
。

　
あ
る
男
の
子
は
、
行
方
不
明

に
な
っ
た
両
親
、
兄
妹
の
名
前

を
段
ボ
ー
ル
に
書
い
て
避
難
所

を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
被
災

地
の
瓦
礫
の
中
を
、
両
手
に
水

の
入
っ
た
大
き
な
容
器
を
持
ち

な
が
ら
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

歩
く
少
年
が
い
ま
し
た
。
彼

は
、
瓦
礫
の
絶
望
の
中
を
、
そ

れ
で
も
〈
い
の
ち
〉
と
い
う
希

望
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
て
い

た
の
で
す
。

　
震
え
る
マ
リ
ア
た
ち
に
、
復

活
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
は
「
恐
れ

る
こ
と
は
な
い
」
と
力
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
絶
望
を
永
遠
な

る
命
へ
と
変
え
ら
れ
た
復
活
の

主
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
、

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
名
は
〈
イ

ン
マ
ヌ
エ
ル
〉
～
「
主
は
私
た

ち
と
共
に
お
ら
れ
る
」
で
す
。

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
々
と

共
に
、
そ
し
て
、
す
べ
て
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
と
共
に
、
あ
の

エ
マ
オ
へ
と
向
か
う
道
の
よ
う

に
、
復
活
の
主
は
、
私
た
ち
の

隣
を
歩
き
、
心
を
熱
く
し
て
く

だ
さ
る
。

　
主
の
ご
復
活
を
祝
う
時
。
そ

れ
は
、
瓦
礫
の
中
に
生
え
出
で

る
小
さ
な
新
芽
の
よ
う
に
、
私

た
ち
が
希
望
へ
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
の
大
切
な
時

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
た

ち
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
た
ち

に
も
伝
え
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
重

要
な
使
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

心
な
の
だ
と
確
信
す
る
の
で

す
。

〈
立
教
大
学
総
長
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
理
事
長
〉

復活の希望復活の希望

西原 廉太

イースターおめでとうございます イースターおめでとうございます 20242024
3.313.31

女
子
学
院
高
等
学
校
２
年上う

え

野の　

遥は
る
か

董ど
ん　

一い
っ

心し
ん

「
主
イ
エ
ス
の
復
活
」

「
主
イ
エ
ス
の
復
活
」

油
絵（
45.5
㎝
×
38
㎝
）

新任教職員の皆さま�新任教職員の皆さま� 〈加盟学校紹介〉〈加盟学校紹介〉

ようこそ キリスト教学校へ！ようこそ キリスト教学校へ！

加盟学校法人一覧
〈102法人〉
【2024.4.1現在】

水色…東北・北海道地区（13法人）
黄色…関東地区（47法人）
桃色…関西地区（31法人）
緑色…西南地区（11法人）

＊学校法人一覧の（　）内は法人の所在地です

≪北海道≫
北星学園（札幌市厚別区）
遺愛学院（函館市）
酪農学園（江別市）
≪青森県≫
弘前学院（弘前市）
東奥義塾（弘前市）
≪岩手県≫
盛岡大学（滝沢市）
≪宮城県≫
宮城学院（仙台市青葉区）
尚絅学院（名取市）
東北学院（仙台市青葉区）
≪山形県≫
基督教独立学園
（小国町）
山形学院（山形市）
≪福島県≫
石山学園（会津若松市）
聖光学院（伊達市）

東北・東北・
北海道地区北海道地区

≪茨城県≫
茨城キリスト教学園
（日立市）
≪群馬県≫
共愛学園（前橋市）
新島学園（安中市）
≪埼玉県≫
聖望学園（飯能市）
浦和ルーテル学院
（さいたま市緑区）
≪千葉県≫
三育学院（大多喜町）
聖書学園（八千代市）
東京キリスト教学園
（印西市）
≪東京都≫
青山学院（渋谷区）
普連土学園（港区）
自由学園（東久留米市）
女子学院（千代田区）
啓明学園（昭島市）
恵泉女学園（世田谷区）
国際基督教大学（三鷹市）

関東地区関東地区

香蘭女学校（品川区）
明治学院（港区）
日本聾話学校（町田市）
桜美林学園（町田市）
立教学院（豊島区）
立教英国学院
（英・ウエストサセックス州）
立教女学院（杉並区）
ルーテル学院（三鷹市）
聖学院（北区）
聖路加国際大学（中央区）
頌栄女子学院（港区）
草苑学園（豊島区）
玉川聖学院（世田谷区）
東京女子大学（杉並区）
東京神学大学（三鷹市）
東洋英和女学院（港区）
≪神奈川県≫
フェリス女学院
（横浜市中区）
平和学園（茅ヶ崎市）
聖坂学院（横浜市中区）
和泉短期大学
（相模原市中央区）
関東学院（横浜市金沢区）
聖ステパノ学園（大磯町）
捜真学院
（横浜市神奈川区）
横浜英和学院
（横浜市南区）

横浜学院（横浜市中区）
横浜共立学園
（横浜市中区）
横須賀学院（横須賀市）
≪新潟県≫
敬和学園（新発田市）
≪山梨県≫
山梨英和学院（甲府市）
≪静岡県≫
聖隷学園（浜松市中央区）
清水国際学園
（静岡市清水区）
静岡英和学院
（静岡市駿河区）

関西地区関西地区

≪石川県≫
北陸学院（金沢市）
≪岐阜県≫
岐阜済美学院（関市）
≪愛知県≫
金城学院
（名古屋市守山区）
名古屋学院
（名古屋市東区）
名古屋学院大学
（名古屋市熱田区）
柳城学院
（名古屋市昭和区）

≪山口県≫
梅光学院（下関市）
≪福岡県≫
福岡女学院（福岡市南区）
折尾愛真学園
（北九州市八幡西区）
西南学院（福岡市早良区）
西南女学院
（北九州市小倉北区）
≪長崎県≫
鎮西学院（諫早市）
活水学院（長崎市）
長崎学院（長崎市）
≪熊本県≫
九州学院（熊本市中央区）
九州ルーテル学院
（熊本市中央区）
≪沖縄県≫
沖縄キリスト教学院
（西原町）

西南地区西南地区

≪三重県≫
愛農学園（伊賀市）
≪滋賀県≫
ヴォーリズ学園
（近江八幡市）
≪京都府≫
同志社（京都市上京区）
平安女学院
（京都市上京区）
≪大阪府≫
梅花学園（茨木市）
桃山学院（和泉市）
大阪女学院
（大阪市中央区）
大阪キリスト教学院
（大阪市阿倍野区）
大阪YMCA（大阪市西区）
プール学院
（大阪市生野区）
清教学園（河内長野市）
≪兵庫県≫
日ノ本学園（姫路市）
関西学院（西宮市）
啓明学院（神戸市須磨区）
神戸女学院（西宮市）
頌栄保育学院
（神戸市東灘区）
松蔭女子学院
（神戸市灘区）
夙川学院（神戸市長田区）
八代学院（神戸市東灘区）
≪島根県≫
キリスト教愛真高等学校
（江津市）
≪広島県≫
広島女学院（広島市東区）

≪香川県≫
四国学院（善通寺市）
≪愛媛県≫
松山学院（松山市）
松山東雲学園（松山市）
≪高知県≫
清和学園（南国市）



（2）（772号）（月刊）（第三種郵便物認可）2024年4月15日（月） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

聖書のことば

鐵口　宗久

初めてイースターを
迎えられたあなたへ

　「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと
共にいる。」� （マタイによる福音書28章20節ｂ）

　「イエスの十字架の意味は分かったけど、復活す
る意味が分からない」。かつて本校の生徒にこう言
われたことがあります。
　キリスト教会では、毎年春にはイースターを祝い
ます。これは救い主イエス・キリストが復活された
日。私たちの罪の贖いのために自ら十字架に掛かり
命を捨て、その死に打ち勝ち3日目に死人のうちよ
り蘇られた恵みを覚え、祝う日であります。クリス
マスと違い、イースターは固定日でなく、毎年異な
ります。それに死人が蘇るなんて非科学的。それゆ
えに、さほど認知されていない日なのかも？十字架
はキリスト教のシンボルと認識されていて、十字架
の意味は理解できても、イースターの意味が分から
ないと思うのは、本校の生徒達だけではないかもし
れませんね。
　では、何故イエスは復活なさったのでしょうか？
復活とは、いかなる時も「共にいる」ということを
示されたものなのです。イエスは常に人々と共にお

られました。一緒に食し、語り、祈る。聖書の中に
はその出来事が沢山記されています。救い主として
生まれてこられたイエスは、私達の先頭に立って引
っ張って下さった方ではありません。私達のところ
まで来て下さり、一緒になって歩まれた方です。い
つも「共にいるよ」と伝えるべく、ご自身が復活な
さって神の国へと戻られる前に、私達の前で直接語
られたところに意味があるのです。そして、そのこ
とは今を生きる私達にも示されたものであり、「共
にいる」イエスの愛を覚えるために、イースターを
祝うのです。
　この「共にいる」という姿勢は、キリスト教学校
が最も大切にしている事柄でもあります。そこに遣
わされた私達一人ひとりも、他者と「共にいる」歩
みをしなければならないのです。
　新年度を迎えた今、イエスの復活によって示され
た「共にいる」という喜びを、ご一緒に心に留めつ
つ歩んで行きましょう。皆さんの働きが、神様に祝
福されたものになります様にと、心からお祈りして
おります。
� 〈鎮西学院総宗教主事〉

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
第
１
１
２

回
（
２
０
２
４
年
度
）
定
時

総
会
を
６
月
７
日
（
金
）・

８
日
（
土
）
に
、
学
校
法
人

関
東
学
院
（
関
東
学
院
大
学 

横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
会
場
に
開
催
し
ま
す
（
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

　
今
次
定
時
総
会
は
初
日
が

14
時
～
16
時
30
分
、
二
日
目

が
10
時
～
16
時
40
分
の
開
催

予
定
で
す
。
主
な
議
題
は
、

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
並

び
に
計
算
書
類
の
承
認
及
び

監
査
報
告
、
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
報
告
、

理
事
・
監
事
の
選
任
、
公
益

目
的
支
出
（
助
成
）
に
関
す

る
報
告
な
ど
。

　
二
日
目
の
午
後
に
は
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は

会
場
校
で
あ
る
関
東
学
院
の

理
事
長
・
規
矩
大
義
氏
に
よ

る
講
演
「
教
育
機
関
と
し
て

の
防
災
・
減
災
・
復
興
へ
の

備
え
」。
能
登
半
島
地
震
か

ら
半
年
近
く
を
経
た
と
こ
ろ

で
、
参
加
者
の
皆
様
と
災
害

に
関
わ
る
情
報
や
知
識
を
改

め
て
共
有
し
ま
す
。
続
い

て
、
同
学
院
長
・
松
田
和
憲

氏
に
よ
る
講
演
「
関
東
学
院

に
お
け
る
『
奉
仕
教
育
』
の

歴
史
的
変
遷
―
校
訓
『
人
に

な
れ　
奉
仕
せ
よ
』
の
具
現

化
を
目
指
し
て
―
」
で
す
。

《
会
場
校
紹
介
》

　
１
８
８
４
年
に
創
立
さ
れ

た
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学

校
、
１
８
９
５
年
に
設
立
の

東
京
中
学
院
が
前
身
。
１
９

１
９
年
に
私
立
中
学
関
東
学

院
設
立
。
１
９
２
７
年
に
財

団
法
人
関
東
学
院
を
組
織
。

　
１
９
４
９
年
の
学
制
改
革

に
よ
り
、
関
東
学
院
大
学
と

な
り
、
１
９
５
１
年
に
学
校

法
人
関
東
学
院
と
組
織
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
校
訓
「
人
に
な
れ　
奉
仕

せ
よ
」
の
下
、
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
に
基
づ
い
て
豊
か
な

人
間
性
を
培
い
、
質
の
高
い

教
育
で
創
造
的
知
力
と
健
全

な
身
体
を
育
む
こ
と
に
よ

り
、
他
者
を
思
い
や
る
愛
を

も
っ
て
二
一
世
紀
共
生
社
会

に
貢
献
し
得
る
青
少
年
・
社

会
人
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
学
か
ら
こ
ど
も

園
ま
で
を
擁
す
る
総
合
学
園

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
学
生

・
生
徒
・
児
童
・
園
児
数
約

１‌

４
、
９
５
０
名
、
教
職
員

数
（
専
任
）
約
８
５
０
名
。

　
教
育
同
盟
の
事
業
の
ひ
と

つ
に
「
教
育
振
興
助
成
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。
教
育
同
盟

が
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し

た
２
０
１
６
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を

広
く
振
興
す
る
た
め
の
諸
事

業
、
教
職
員
等
の
資
質
向
上

の
た
め
の
諸
事
業
を
活
性
化

さ
せ
、
支
援
す
る
目
的
の
制

度
で
す
が
、
外
部
の
個
人
や

団
体
に
も
開
か
れ
た
公
益
事

業
で
す
。
詳
し
い
募
集
要
項

は
同
盟
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
の
助
成
予

算
は
昨
年
同
様
、
上
限
６
０

０
万
円
と
い
た
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
の
分
野
は
次
の

通
り
で
す
。

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

連
絡
会
議
出
席
の
助
成
（
法

人
・
学
校
を
通
し
て
の
助
成

申
請
）

（
２
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
調
査
研
究
の
助
成 

（
３
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

講
演
会
開
催
の
助
成 

（
４
）
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
の
振
興
の
た
め
の

助
成

　
支
給
対
象
は
、
個
人
な
い

し
は
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）、

法
人
団
体
で
す
。

　
助
成
金
は
、
研
究
・
調
査

費
、
研
究
集
会
等
参
加
費
・

交
通
費
・
宿
泊
費
、
研
究
集

会
・
講
演
会
等
実
施
に
必
要

な
運
営
費
・
消
耗
品
費
・
謝

金
、
印
刷
製
本
費
等
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
選
考
に
あ
た
っ
て
の
主
な

基
準
は
、
①
研
鑚
領
域
が
加

盟
校
全
体
に
還
元
さ
れ
る
も

の
、
②
小
規
模
校
で
研
究
費

等
に
苦
慮
し
て
い
る
、
あ
る

い
は
研
修
会
参
加
費
の
負
担

で
苦
慮
し
て
い
る
、
な
ど
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
期
間
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
に
検
討
の
時
間
が
短

く
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
年
度
も
ぜ
ひ
多
く
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

�

坂
田
雅
雄

〈
横
浜
共
立
学
園
理
事
長
、

教
育
同
盟
会
計
理
事
〉

　
宮
城
学
院
女
子
大
学
は
２

０
２
３
年
度
「
キ
リ
ス
ト
教

教
育
特
別
集
会
」
開
催
の
た

め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
振
興
助
成
を
申
請
し
ま
し

た
。

　
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
集
会
は
、
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
現

代
世
界
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
く

催
し
で
す
。
１
年
生
を
中
心

に
、毎
回
多
く
の
学
生・教
職

員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
集
会
は
６
月
13

日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ノ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
・
セ

ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
で
あ

る
山
岡
万
里
子
氏
に
、「
遠

く
て
近
い
、『
人
身
取
引
』

の
話
」
と
題
し
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
人
身
取
引
は
種
々
の
か

た
ち
で
現
在
も
存
在
し
て
お

り
、
特
に
日
本
で
働
く
外
国

人
技
能
実
習
生
の
状
態
は
奴

隷
労
働
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
等
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
山
岡
氏
は
「
善
い
サ

マ
リ
ア
人
」
の
話
を
引
用
し

な
が
ら
、「
苦
境
に
あ
る
人

々
を
直
接
助
け
る
こ
と
が
難

し
く
て
も
、
彼
ら
を
支
援
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
・

団
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

も
、
サ
マ
リ
ア
人
と
し
て
の

行
動
に
な
る
」
と
も
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
７
７
０
名
が
出

席
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

学
生
た
ち
は
後
日
「
キ
リ
ス

ト
教
学
」
の
授
業
で
感
想
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
奴
隷
労
働
が
日

本
と
も
無
縁
で
は
な
い
こ
と

を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
、
世
界
の
状
況
に
つ
い
て

積
極
的
に
知
識
を
広
げ
る
必

要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
、
問

題
が
大
き
過
ぎ
て
無
力
感
に

と
ら
わ
れ
そ
う
に
な
る
が
、

自
分
に
可
能
な
こ
と
を
行
っ

て
い
き
た
い
、
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
お
り
、
講
演

か
ら
強
い
印
象
を
受
け
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま

た
、
人
身
取
引
に
関
す
る
本

を
翻
訳
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
と
し
て
問
題
解
決
の
た
め

に
働
く
よ
う
に
な
っ
た
講
師

の
生
き
方
に
関
心
を
寄
せ
た

学
生
も
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て

聖
書
の
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
お

い
て
非
常
に
重
要
で
す
。

「
神
の
か
た
ち
」
と
し
て
他

者
と
支
え
合
い
、
共
に
生
き

て
行
く
こ
と
が
人
間
本
来
の

生
き
方
で
あ
る
と
の
理
解
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
社
会
と

の
向
き
合
い
方
や
進
路
の
選

択
も
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で

す
。
加
え
て
、
若
者
た
ち
は

「
聖
書
は
大
昔
の
き
れ
い
ご

と
で
、
今
の
現
実
の
世
界
と

は
関
係
な
い
」
と
思
い
込
ん

で
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
誤
解
を
払
拭

す
る
に
は
、
現
場
で
汗
を
流

し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
の
ナ

マ
の
声
を
聴
く
こ
と
が
最
も

効
果
的
で
す
。

　
宮
城
学
院
は
「
神
を
畏

れ
、
隣
人
を
愛
す
る
」
を
ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
精
神
を
現
実

の
も
の
と
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
の
集
会
は
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
助
成
を
認
め
て
下
さ
い

ま
し
た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

�

栗
原　
健

〈
宮
城
学
院
女
子
大
学　
宗

教
セ
ン
タ
ー
長
〉

山岡万里子代表による講演

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
４
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」募
集
が
始
ま
り
ま
す

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　
４
月
８
日
（
月
）
募
集
開
始

　
６
月
15
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
９
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

会
場
・
関
東
学
院
大
学 

横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス

第112回定時総会 第112回定時総会 ６月７日（金）午後６月７日（金）午後
　　８日（土）午前・午後　　８日（土）午前・午後

関東学院で開催関東学院で開催
（関東学院大学 横浜・関内キャンパス）（関東学院大学 横浜・関内キャンパス）

2024年度2024年度
教育振興助成の教育振興助成の

ご案内ご案内

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振
興
助
成

２
０
２
３
年
度
利
用（
研
修
会
開
催
）実
績

宮
城
学
院
女
子
大
学

「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
特
別
集
会
」

　
開
催
要
項
等
は
、
教
育

同
盟
事
務
局
よ
り
４
月
１

日
付
け
で
加
盟
各
法
人
理

事
長
宛
に
送
付
済
み
で

す
。

　
申
込
締
切

　
４
月
19
日
（
金
）
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教
育
同
盟
の
あ
ゆ
み

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

次
々
に
創
立
し
、
日
本
の
教

育
の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
し

た
。し
か
し
、１
８
９
９（
明

治
32
）
年
に
発
令
さ
れ
た
文

部
省
訓
令
第
12
号
は
、
学
校

に
お
け
る
宗
教
教
育
を
禁

じ
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
存

立
を
脅
か
さ
れ
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
続
け
る
場
合
は
、「
各

種
学
校
」
扱
い
と
な
り
、
上

級
学
校
へ
の
進
学
や
徴
兵
猶

予
の
特
権
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
対

し
て
、
１
９
１
０
年
に
キ
リ

ス
ト
教
男
子
学
校
10
数
校
が

「
基
督
教
教
育
同
盟
会
」
を

組
織
し
ま
し
た
。
13
年
に
は

20
数
校
の
女
子
校
が
「
女
子

基
督
教
教
育
会
」
を
組
織

し
、
22
年
、
こ
の
２
つ
が
合

同
し
て
「
基
督
教
教
育
同
盟

会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
よ
り
、
各
加
盟

校
相
互
の
連
絡
協
力
を
は
じ

め
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関

す
る
調
査
研
究
な
ら
び
に
そ

の
促
進
、
教
科
書
の
編
集
、

国
内
に
お
け
る
対
外
折
衝
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
５

０
年
頃
に
は
現
在
に
続
く
、

地
区
ご
と
の
協
議
会
や
教
育

研
究
委
員
会
、
広
報
委
員
会

も
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
10
月
15
日
付

け
で
、
こ
れ
ま
で
の
任
意
団

体
か
ら
、
よ
り
そ
の
使
命
と

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
に
移
行

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１

５
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
０
３
回
定
時
総
会
に
お
い

て
、
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
と
一
般

財
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
維
持
財
団
が
合
併

し
、
新
た
に
「
一
般
社
団
法

人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
」
と
し
て
出
発
し
現
在
に

至
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
に

１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

◎
加
盟
校
よ
り
選
出
さ
れ
た

教
職
員
の
皆
様
に
、
理
事
や

全
国
・
地
区
の
各
委
員
会
委

員
と
し
て
同
盟
の
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

組
織

加�

盟
校
＝
１
０
２
学
校
法
人

（
２
０
２
４
年
４
月
現

在
、
児
童
・
生
徒
・
学
生

約
34
万
人
、
教
職
員
数
約

４
万
人
）

決�

議
機
関
＝
定
時
総
会
（
例

年
１
回
６
月
開
催
）
お
よ

び
理
事
会（
年
５
回
開
催
）

地�

区
協
議
会
＝
東
北
・
北
海

道
地
区
／
関
東
地
区
／
関

西
地
区
／
西
南
地
区
。
地

区
協
議
会
は
各
地
区
代
表

理
事
の
も
と
、
地
区
協
議

会
総
会
を
開
催
し
研
修
会

等
を
実
施
。

主
な
全
国
的
活
動

◆
定
時
総
会
（
６
月
開
催
）

◆
学
校
代
表
者
協
議
会
（
11

月
開
催
）

◆
教
育
研
究
委
員
会

　
６
つ
の
部
会
（
大
学
部
会

／
中
高
部
会
／
小
学
部
会
／

聖
書
科
部
会
／
事
務
職
員
部

会
／
教
職
員
後
継
者
養
成
部

会
）
の
中
に
各
種
実
行
委
員

会
を
設
置
し
、
様
々
な
研
修

や
集
会
を
企
画
・
開
催
。

◆
広
報
委
員
会

　
機
関
紙
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
」
発
行
（
年
10
回
）、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

◆
新
規
継
続
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会

　
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

／
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
／
学
内
教
職
員
研
修
会
講

師
派
遣
制
度
／
中
小
規
模
学

校
法
人
の
連
携
協
力
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
教
育
同
盟
史

資
料
整
理
／
教
育
同
盟
史
研

究
／
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

管
理

◆
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振

興
助
成
（
２
面
参
照
）

◆
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
連
合
会
と
共
同
で
講
演
会

等
を
開
催
）

◆
教
職
員
就
職
支
援

　
「
本
学
に
は
、
１
９
９
１

年
の
開
学
以
来
継
続
し
て
き

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
が
二

つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
全

学
必
修
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
も
う
ひ
と
つ
が
Ｋ
ｅ
ｉ

ｗ
ａ
ふ
れ
あ
い
バ
ラ
エ
テ
ィ

（
以
下
ふ
れ
バ
ラ
）
で
す
。」

本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
語
る
と
き
、
必
ず
こ
の
二

つ
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
学
必
修
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
学
生
が
卒
業
ま

で
の
間
に
必
ず
一
度
は
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
も
の
で
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
習
」「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
デ
イ
」「
ゼ
ミ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
と
、
名

称
と
実
施
方
法
を
変
化
さ
せ

つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
海
岸

清
掃
や
廃
校
清
掃
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
継
続
で
き
ま
し

た
。

　
し
か
し「
ふ
れ
バ
ラ
」は
、

福
祉
施
設
の
利
用
者
（
高
齢

者
、
障
が
い
者
）
を
大
学
に

招
く
も
の
で
す
。
体
育
館
に

集
ま
っ
て
音
楽
サ
ー
ク
ル
や

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
観
て
い
た
だ
い

た
り
、
水
風
船
、
射
的
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
な
ど
、
縁
日
を
模

し
た
ブ
ー
ス
で
学
生
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用

者
の
外
出
や
人
と
の
交
流
が

厳
し
く
制
限
さ
れ
る
中
、
規

模
を
小
さ
く
し
て
実
施
す
る

と
か
、
少
人
数
が
施
設
を
訪

問
す
る
と
い
う
方
法
も
模
索

し
ま
し
た
が
、
感
染
リ
ス
ク

回
避
が
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
福
祉
施
設
の
利
用
者

と
学
生
の
交
流
は
、
２
０
２

３
年
も
不
可
能
な
ま
ま
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
４
年
間
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ふ
れ
バ
ラ
は
「
開
学
以
来

継
続
」
と
言
え
な
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
つ
つ
あ
っ
た
２

０
２
２
年
に
ひ
と
つ
の
ゼ
ミ

が
中
心
と
な
り
、
市
主
催
の

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
に
協
力

し
ま
し
た
。
地
区
公
民
館

（
集
会
所
）
に
学
生
が
出
向

き
、
地
域
の
、
特
に
高
齢
者

に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
も
の
で
し
た
が
、
参

加
し
た
高
齢
者
の
中
に
「
大

学
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
希

望
す
る
方
が
い
た
こ
と
で
、

２
０
２
３
年
度
は
装
い
を
新

た
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
年
間
行
わ
れ
な
か
っ

た
「
ふ
れ
バ
ラ
」
の
リ
ス
タ

ー
ト
を
切
る
機
会
と
し
て
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
意
見
で

し
た
。

　
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
で
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
毎
日
「
朝
の
礼

拝
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
月
・
水
・
金
曜
日
：
中
学

は
清
心
館
（
チ
ャ
ペ
ル
）、

高
校
は
メ
ア
リ
ー
ズ
ホ
ー
ル

（
大
ホ
ー
ル
）／
火
・
木
・
土

曜
日
：
全
校
教
室
）。
司
式

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
奉
仕

者
は
主
に
チ
ャ
プ
レ
ン
や
教

員
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
２
年
度
よ
り
す
べ
て

　
当
日
は
市
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
を
中
心
に
参
加
者
を
募
集

し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の

会
場
と
、
モ
ル
ッ
ク
、
輪
投

げ
、
カ
プ
ラ
な
ど
の
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
に
よ
る
初
速
３
０
０
㎞
の

体
験
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
の

で
、
学
生
の
中
に
ふ
れ
バ
ラ

の
経
験
者
が
ひ
と
り
も
い
な

い
、
と
い
う
状
態
で
し
た

が
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
と
学

生
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
明
る

く
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。�

池
田
し
の
ぶ

〈
敬
和
学
園
大
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

の
礼
拝
奉
仕
を
生
徒
が
担
う

「
サ
ー
バ
ン
ツ
ギ
ル
ド
・
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
ギ
ル
ド
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
者
の
構
成
は
キ
リ
ス

ト
教
大
学
推
薦
コ
ー
ス
（
通

称
、キ
リ
教
コ
ー
ス
）に
所
属

す
る
中
学
３
年
生
か
ら
高
校

Ⅲ
年
生
ま
で
の
生
徒
で
す
。

各
学
年
20
名
程
度
の
キ
リ
教

コ
ー
ス
生
徒
が
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
縦
割
り
の
チ
ー

ム
を
形
成
し
ま
す
。
年
度
当

初
に
各
チ
ー
ム
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
表
が
手
渡
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
準
備
を
進
め
ま
す
。
頻

度
は
各
グ
ル
ー
プ
が
年
に
２

～
３
回
ほ
ど
で
す
。
サ
ー
バ

ン
ツ
ギ
ル
ド
に
よ
る
礼
拝
の

多
く
は
中
学
生
の
礼
拝
を
担

当
し
ま
す
。
キ
リ
教
コ
ー
ス

は
中
高
一
貫
の
コ
ー
ス
な
の

で
、
会
衆
席
に
座
っ
て
い
る

中
学
生
と
奉
仕
を
担
当
し
て

い
る
中
高
生
が
と
も
に
「
礼

拝
や
学
校
生
活
に
対
す
る
姿

勢
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
や

聖
書
に
対
す
る
思
い
」
を
分

か
ち
合
え
る
と
て
も
貴
重
な

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ー
ル
学
院
の
礼
拝
は

『
日
本
聖
公
会
祈
祷
書
』
の

式
文
を
基
に
作
成
さ
れ
た
式

文
に
の
っ
と
っ
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、
司
式
者
は
式
文
ど

お
り
に
礼
拝
を
進

め
、
礼
拝
時
の
祈
り

（
成
文
祈
祷
）
は
生

徒
が
既
存
の
祈
祷
文

の
中
か
ら
好
き
な
も

の
を
選
ん
で
さ
さ
げ

て
い
ま
す
。
聖
書
箇

所
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

当
初
は
チ
ャ
プ
レ
ン

や
教
員
に
ゼ
ロ
か
ら

相
談
を
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
次
第
に
聖
書
箇

所
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
自
分
た

ち
で
考
え
て
か
ら
相
談
に
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の

は
「
プ
ー
ル
学
院
が
受
け
継

い
で
き
た
精
神
や
、
礼
拝
の

大
切
さ
を
後
輩
た
ち
に
伝
え

た
い
」
と
い
う
思
い
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
ギ

ル
ド
は
キ
リ
教
コ
ー
ス
中
高

生
と
総
合
芸
術
コ
ー
ス
の
高

校
Ⅲ
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
、
月
に
１
回
程
度
の
ペ
ー

ス
（
音
楽
科
教
員
は
週
に
２

回
ペ
ー
ス
）
で
奏
楽
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、

日
本
聖
公
会
川
口
基
督
教
会

の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
方
か
ら

技
術
的
な
面
だ
け
で
は
な
く

「
礼
拝
奉
仕
者
」
と
し
て
の

心
構
え
な
ど
も
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
奏
楽
奉
仕
の

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
「
演

奏
者
」
で
は
な
く
「
礼
拝
奉

仕
者
」
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
音
色
か
ら
「
祈
り
」

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
生
徒
も
い
ま
す
。

　
学
校
の
礼
拝
で
は
、「
生

徒
が
受
け
身
に
な
っ
て
い
る

時
間
」
と
感
じ
る
人
が
少
な

く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
本
来
、
祈
り
や
聖
歌

（
讃
美
歌
）
を
さ
さ
げ
る
時

間
、
聖
句
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

聴
い
て
い
る
時
間
は
生
徒

（
会
衆
）
が
主
体
性
を
も
っ

て
過
ご
す
時
間
で
す
。
サ
ー

バ
ン
ツ
ギ
ル
ド
や
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
ギ
ル
ド
の
働
き
が
、
礼

拝
の
本
質
を
少
し
で
も
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
一
助
と
な

り
、
主
の
み
心
に
適
う
こ
と

を
祈
り
つ
つ
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
。�

成
岡
宏
晃

〈
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校　
チ
ャ
プ
レ
ン
・
宗

教
部
長
〉

〈
所
在
地
変
更
〉

立
教
小
学
校　
〒
１
７
１
︱

０
０
３
１　
東
京
都
豊
島
区

目
白
５
︱
２４
︱
１２　
☎03-

3985-2728

（
４
月
か
ら
約

３
年
間
の
予
定
）

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
25
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
５
月
30
日

問
合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
数
学
科
、
音
楽
科　

専
任
教
諭
各
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎03-3985-2707

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

高
等
部

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
５
月
17
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
高

等
学
校

職
種
＝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
非

常
勤
講
師
１
名

採
用
予
定
日
＝
６
月
１
日

応
募
締
切
＝
４
月
30
日

問
合
せ
＝
☎045-641-3785

▽
横
須
賀
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
聖
書
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
19
日

問
合
せ
＝
☎046-822-3218

▽
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等

部
高
等
部

職
種
＝
学
校
長　
１
名

応
募
締
切
＝
４
月
30
日

問
合
せ
＝

　

24selectionpanel@
soismail.jp

公
　
募

加
盟
校
動
静

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
の
活
動
に
つ
い
て
は

同
盟
の
Ｈ
Ｐ
で
も
詳
し
く

説
明
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ホ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

同
盟
事
務
局
が
入
る
日
本

キ
リ
ス
ト
教
会
館
（
新
宿

区
西
早
稲
田
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ネ
イ
ル
ア
ー
ト

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

コ
ロ
ナ
前
に
開
催
さ
れ
た

「
ふ
れ
バ
ラ
」
集
合
写
真

卒
業
感
謝
礼
拝
の
準
備

講師によるオルガニストギルドの指導

新
任
教
職
員
の
皆
さ
ん
へ

新
任
教
職
員
の
皆
さ
ん
へ

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
に
つ
い
て

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
に
つ
い
て

��

︱︱
あ
ゆ
み
と
組
織

あ
ゆ
み
と
組
織
︱︱

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

地域の方をお招きして地域の方をお招きして

「ふれあいバラエティ」「ふれあいバラエティ」
敬和学園大学敬和学園大学

愛と奉仕の実践愛と奉仕の実践

〜サーバンツギルド・〜サーバンツギルド・
� オルガニストギルド〜� オルガニストギルド〜
プール学院中学校・高等学校プール学院中学校・高等学校



（4）（772号）（月刊）（第三種郵便物認可）2024年4月15日（月） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

　マグダラという町に住んでいた、マリア
さん。彼女は、弟子たちと同じように、生
涯、イエスさまと行動を共にしました。な
ぜ、彼女は、そのようにイエスさまに従っ
たのか？　実に、彼女は、イエスさまに、
悪霊を追い出してもらう経験をしたので
す。かつて、彼女は「７つの悪霊」を宿し
ていたのです。悪霊なんて、１つでも、イ
ヤです。怖いです。それが、７つなんて。
しかし、改めて「悪霊」とは、何でしょ
う？　それは、どこまでも、神さまの愛か
ら引き離そうとする力の存在です。神さま
の愛と真逆の力。そのため、どうしても感
謝や喜びに生きえないのです。彼女に、そ
うならざるを得ない、重過ぎる労苦、大き
な悲しみ、拭えない憎しみが、７つあった
のかも知れません。
　私たちも、自分が誰かにしてしまった過
ちや、逆に、自分がされて傷ついたこと
は、忘れられないです。さらに、コンプレ
ックスや、家族や周囲への不満、理不尽な
出来事など。自分では、どうすることもで
きないことも、たくさんあります。そんな
人生の棘も、気持ちを切り替えたり、家族
や友だちの温かな交わりの中で、また、時
間の経過によって取り除かれることがあり
ます。しかし、刺さったままの棘もありま
す。この世には、私たちに太刀打ちできな

い力があります。そんな力を悪霊は持って
いるのです。つまり、悪霊は、私たちと無
関係でなく、かえって、身近でリアルな存
在です。そこで、彼女が求めたものは、神
さまの愛でした。その愛によって、イエス
さまに悪霊を追い出していただいた彼女
は、イエスさまのもっとも近くで、すべて
を捧げて生き始めるのです。
　彼女は、イエスさまが十字架に磔にされ
たときまでも、その傍におりました。弟子
たちは、イエスさまの仲間と思われること
を恐れて、その場から離れたにもかかわら
ず。彼女は、イエスさまの傍を離れなかっ
た。離れたくなかったのです。どこまで
も、神さまの愛に信頼し、その愛を一滴も
こぼしたくなかったのです。なぜなら、神
さまの愛は、人間の力では、どうすること
もできない悪霊を追い出す力があるばかり
か、その愛は、私たちの人生をまるごと預
けても大丈夫なほどの力ある、愛だからで
す。私たちのすべてを捧げても、かならず
受け止め、お応えくださるのが、神さまの
愛なのです。この愛に、私たち、「沼っ
て」良いのです。この愛には、私たちの人
生のすべてを捧げて「沼って」も、それに
応えて余りあるほどの力があるからです。
� （ルカによる福音書8章・24章）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

Ｑ.聖書が言う「沼
ぬ ま

る」って？

沖 崎   学
金城学院高等学校
宗教主事（ ）

マ
イ
ン
ド
を
備
え
た
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
育
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

�

松
本
充
右

〈
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

学
長
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
小
学
部
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
〉

ト
、
事
務
局
は
引
き
続
き
事

務
局
長
と
職
員
２
名
の
３
名

体
制
で
す
。
新
任
の
皆
様
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
３
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
北
陸
学

院
の
状
況
は
３
月
号
に
掲
載

の
通
り
で
す
。
学
院
の
被
害

と
働
き
に
お
見
舞
い
、
励
ま

し
、
数
十
件
の
献
金
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
同

学
院
か
ら
の
謝
意
を
お
伝
え

し
ま
す
。
被
災
地
支
援
、

Facebook

、
支
援
金
受
付

情
報
は
同
盟
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲

覧
で
き
ま
す
。�

事
務
局
長

＜行事予定＞
　※現時点で8月までの決定分及び11月代表者協議会を掲載。
　9月以降の予定は教育同盟HP「年間日程表」をご覧ください。

６／７～８　第112回定時総会
� （関東学院関内キャンパス・オンライン併用）
　　15　　　第69回東日本小学校教職員協議会
� （聖学院小学校）
７／20～22　第68回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
　　29～31　第11回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
８／１～２　第66回中高研究集会� （西南学院）
　　７～９　第９回全国災害支援連絡会議
� （九州ルーテル学院大学・益城町・人吉市他）
　　19～21　第４回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　22～23　第14回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　23～24　第４回中小規模学校連携協力懇話会
� （横浜女学院）
　　30　　　第11回大学新任教員研修会
� （オンライン）
11／１～２　第66回学校代表者協議会�（啓明学院）

　
今
年
は
イ
ー
ス
タ
ー
の
翌

日
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー

既
存
の
エ
カ
ー
ド
会
館
（
Ｒ

Ｃ
２
階
建
て
、
総
床
面
積
約

５
３
０
㎡
）
を
改
築
し
校
舎

と
し
ま
し
た
。
校
舎
の
面
積

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
１
学

年
の
人
数
は
20
名
以
内
と

し
、
多
学
年
に
ま
た
が
る
外

国
籍
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ

る
必
要
性
か
ら
、
開
校
初
年

度
よ
り
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
全
学
年
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
英
語
で
教
え
る

最
低
６
名
の
ク
ラ
ス
担
任
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
東
京

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
と
熊
本
県
の
国
際
教

育
の
推
進
を
目
的
と
し
た
包

括
協
定
を
締
結
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
教
員
採

用
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
南
ア

フ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト

ル
コ
、
日
本
な
ど
様
々
な
国

の
出
身
者
か
ら
な
る
教
員
組

織
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昨
年
度
中
に
新
入

生
と
編
入
生
を
募
集
し
、
英

語
力
を
測
る
入
試
を
行
っ
た

結
果
、
初
年
度
の
児
童
数
は

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
30

人
程
度
で
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。
軌
道
に
乗
る
た
め

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
が
、
次
の
世
代

に
向
け
撒
い
た
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
」
と

い
う
種
が
実
を
結
び
、
英
語

力
、
探
究
心
、
グ
ロ
ー
バ
ル

寄宿舎舎監もつとめた偉大な功労者

女性宣教師

香蘭女学校
ミス・タナー副校長

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
治

末
期
か
ら
戦
前
ま
で
29
年

間
、
教
頭
さ
ら
に
副
校
長

と
し
て
本
校
を
支
え
た
女

性
宣
教
師
ミ
ス
・
タ
ナ
ー

（M
iss Lucy Ka-

therine T anner

）
の

お
名
前
を
冠
し
た
も
の
で

す
。

　
ミ
ス
・
タ
ナ
ー
は
１
８

７
３
年
４
月
17
日
、
英
国

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９

０
３
年
来
日
、
日
本
聖
公

会
畳
町
聖
十
字
教
会
に
所

属
し
て
宣
教
活
動
を
し
ま

し
た
。

　
１
９
１
１
年
７
月
、
教

頭
と
し
て
香
蘭
女
学
校
に

迎
え
ら
れ
ま
す
。
１
８
８

８
年
創
立
以
来
麻
布
永
坂

に
あ
っ
た
校
舎
が
失
火
で

全
焼
し
た
翌
年
の
こ
と
で

す
。
１
９
１
２
年
白
金
三

光
町
に
校
舎
が
再
建
さ
れ

た
後
副
校
長
と
な
り
、
寄

宿
舎
館
長
も
兼
ね
、
本
校

の
教
育
に
多
大
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

　
日
英
関
係
が
悪
化
し
戦

争
拡
大
の
様
相
を
帯
び
て

き
た
１
９
４
０
年
、
帰
国

と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
英

国
で
暮
ら
さ
れ
、
１
９
７

５
年
１
月
28
日
、
１
０
１

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
ミ
ス
・
タ
ナ
ー
は
寄
宿

舎
館
長
と
し
て
、
学
校
に

於
け
る
寄
宿
舎
の
重
要
性

を
常
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。
麻
布
永
坂
時
代
か
ら

置
か
れ
て
き
た
寄
宿
舎
で

し
た
が
、
次
第
に
各
学
校

で
廃
止
さ
れ
、
本
校
も
１

９
３
３
年
そ
の
廃
止
を
遂

に
決
定
し
ま
す
。
ミ
ス
・

タ
ナ
ー
は
校
内
誌
に
寄
宿

舎
に
つ
い
て
寄
稿
を
し
て

い
ま
す
。

　
「
寄
宿
舎
は
極
め
て
よ

き
目
的
の
為
に
奉
仕
し
た

と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
或
は

不
幸
を
嘆
き
或
は
怠
慢
の

悪
癖
を
も
つ
て
入
舎
し
た

多
く
の
少
女
達
は
寮
の
生

活
を
通
し
て
幸
福
を
楽
し

む
者
と
な
り
、
人
生
に
確

と
し
た
目
標
を
見
出
す
事

を
得
て
働
く
事
の
喜
を
味

は
ふ
者
と
な
り
ま
し
た
。」

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
本

質
を
生
徒
の
生
活
の
中
に

実
感
し
た
ミ
ス
・
タ
ナ
ー

の
大
切
な
教
え

で
す
。

　
ま
た
、
ミ
ス

・
タ
ナ
ー
が
残

し
た
次
の
こ
と

ば
は
、
現
在
体

育
館
棟
の
定
礎

に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

“
Come in to Learn, 

　
Go out to Serve.”

　
来
た
り
て
学
べ
、
出
で

て
仕
え
よ
。
と
い
う
こ
の

ミ
ス
・
タ
ナ
ー
の
教
え

は
、
今
日
香
蘭
女
学
校
に

集
う
者
す
べ
て
の
心
の
支

え
で
あ
り
、
励
ま
し
で
あ

り
、
恵
み
で
あ
り
、
そ
し

て
生
き
る
指
針
と
な
っ
て

い
ま
す
。

�

田
村
浩
一

（
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・

高
等
科
　
キ
リ
ス
ト
教
セ

ン
タ
ー
委
員
）

　
本
校
に
は
「
タ
ナ
ー
ホ

ー
ル
」
と
い
う
ホ
ー
ル
が

100

キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者

物　語物　語物　語物　語

九州ルーテル学院九州ルーテル学院
インターナショナルスクールインターナショナルスクール

小学部 開校小学部 開校
「次の100年に向けて種を蒔く」「次の100年に向けて種を蒔く」

　
１
９
２
６
年
に
熊
本
市
に

創
立
さ
れ
た
九
州
ル
ー
テ
ル

学
院
（
旧
：
九
州
女
学
院
）

は
２
年
後
の
２
０
２
６
年
に

学
院
創
立
１
０
０
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い

た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教

育
を
創
立
以
来
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら

も
、
次
の
時
代
の
新
た
な
特

色
や
強
み
を
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
と
、
英
語
を
専
門
と

す
る
学
長
と
し
て
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
学
長
に
就
任
す
る
際
に
熊

本
県
に
世
界
的
半
導
体
受
託

製
造
会
社
で
あ
る
台
湾
積
体

電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
が

工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
台
湾
を

中
心
に
県
内
に

多
く
の
外
国
籍

の
子
ど
も
た
ち

が
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
受
け

入
れ
に
際
し
熊

本
県
か
ら
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
志

向
が
強
い
外
国

籍
の
子
ど
も
の

教
育
環
境
整
備
が
課
題
で
あ

る
と
聞
い
た
時
、
学
院
創
立

１
０
０
年
の
節
目
と
世
界
的

な
大
企
業
の
熊
本
進
出
が
重

な
る
今
が
ま
さ
に
時
機
で
あ

る
と
思
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
こ
の

１
年
間
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
小
学
部
設
置
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
学
院
に
は
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
中
学
高
校
、

大
学
、
大
学
院
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
学
院
全
体
の
特
色

と
し
て
英
語
教
育
や
国
際
理

解
を
推
進
そ
し
て
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

英
語
で
探
究
学
習
を
行
う
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
小
学
部
は
学
院
全
体
の
英

語
教
育
の
中
心
的
な
存
在
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
二
工
場
も
熊

本
県
に
建
設
す
る
計
画
が
正

式
に
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
国

際
化
が
急
速
に
進
む
熊
本
県

の
英
語
教
育
と
国
際
理
解
教

育
へ
の
貢
献
も
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
設
置
を
決
定

し
て
１
年
強
と
い
う
短
期
間

で
ゼ
ロ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
開
校
す

る
に
は
多
く
の
苦
労
や
学
内

の
一
部
か
ら
時
期
尚
早
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
ま
ず
新
た
に
校
地

を
取
得
し
て
校
舎
を
新
築
す

る
時
間
が
無
く
、
学
院
内
の

１・２年生教室

５・６年生教室

光あふれる踊り場


